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１、実行中の３つのプロジェクト

子育て応援団
プロジェクト

感染症・予防接種
情報発信

プロジェクト

感染症ＮＥＷＳ
予防接種チェック

広島テレビは 「放送と通信を融合」 実現のため
「システム軸」や「コンテンツ軸」で全国プロジェクトを実行中です

動画・写真
投稿システム

子育て応援団
フォトコンテスト

ケンミン
記者プラス

ケンミン
記者プラス

ポステレＧＳポステレＧＳ 輝くワーママ
応援プロジェクト

子育て支援
女性活用

予防医療
防災対策

視聴者双方向
参加型テレビ



▼2011年11月～
子育て応援団Facebook及びTwitterスタート
子育て応援団スマートフォンサイト、ＰＣサイトスタート
子育て応援団モバイルサイトに改称
○日本医師会 後援

▼2012年3月～
ＮＴＴドコモスマートフォン用ＳＰモードiコンシェル 感染症ニュース配信

▼2013年1月21日～2013年3月31日
データ放送・子育て応援団ｄ感染症ＮＥＷＳ （第一回)
(国立感染症研究所大日研究班との共同研究・日本テレビ１８局共同実施)

●2013年度
日本民間放送連盟特別表彰部門放送と公共性 優秀賞受賞

▼2013年12月2日～2014年4月7日
●データ放送・子育て応援団ｄ感染症ＮＥＷＳ(第二回・日テレ系20局共同)
パンデミック情報：内閣官房新型インフルエンザ等対策室

▼2014年5月24日
●ステージイベン ト「予防接種知ってるつもり？」 を実施

▼2014年10月
●輝くワーママ応援プロジェクト
●感染症・予防接種ナビ 開設
●ポータルサイトニュース配信(ＮＴＴドコモｄメニュー、ＮＴＴレゾナントgoo)

▼2014年12月1日～2015年3月中旬
●データ放送・子育て応援団ｄ感染症ＮＥＷＳ(第三回・日テレ系25局共同)
現在・・・子育て応援団モバイルサイト(テレビ局２８局連携)

▼2015年1月24日 ▼2月1日
●広島テレビ 、ＢＳ日テレ 特別番組「知ってなっ得！感染症の予防」
●同番組をＤＶＤ配布及びインターネット動画配信

▼2004年
子育て支援イベント「子育て応援団すこやか」初開催
▼2008年4月～
全国・子育て支援ウェブサイト開設
ﾄﾞｺﾓ、au、ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ 子育て応援団ケータイサイトスタート
･･････････････････････････････････････････

▼2008年9月～
厚生労働省健康局結核感染症課＆国立感染症研究所感染
症情報センターと連携「麻しんをゼロに！」
を携帯サイトを活用して広報

▼2009年5月～
感染症ニューススタート
新型インフルエンザ関連記事を配信
以降、様々な感染症を配信
iコンシェル（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ,ｽｹｼﾞｭｰﾙ）配信

予防接種チェックリスト開始

▼2010年5月～
各種コンテンツのクチコミ収集
＆公開スタート
(感染症経験談クチコミを国立感染症研究所へ研究資料提供)

▼2010年11月～
国立感染症研究所感染症情報センター
コラボ企画 「保育園サーベイランス」を実施

▼2011年3月～
子育て応援団メールマガジンスタート 感染症ニュース配信
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２、経緯
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子育て応援団プロジェクト
輝くワーママ応援プロジェクト

子育て支援
女性活用
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３、子育て応援団

【イベント】子育て応援団すこやか【イベント】子育て応援団すこやか

【インターネットサイト】
子育て応援団モバイルサイト

【インターネットサイト】
子育て応援団モバイルサイト

2004年スタート! 全国10局実施

主催：子育て応援団実行委員会など、後援：日本医師会

【データ放送】
子育て応援団ｄ感染症ＮＥＷＳ

【データ放送】
子育て応援団ｄ感染症ＮＥＷＳ

日テレ系25局共同実施

情報：国立感染症研究所,

日本学校保健会など

2008年スタート

全国テレビ局30局と連携

後援：日本医師会

【インターネット動画配信】
パパんち～おやつの時間～
【インターネット動画配信】

パパんち～おやつの時間～

広島テレビは、社会全体で子育てしやすい環境を目指しています。
また、労働人口の減少により女性の活用が叫ばれています。

働くママがより働きやすい環境になるように情報発信で行っています。

【ニュース配信】dmenu、goo配信【ニュース配信】dmenu、goo配信

子育て関連、

感染症・予防接種関連

情報発信

【コーナー】
子育て応援団

輝くワーママ応援プロジェクト

【コーナー】
子育て応援団

輝くワーママ応援プロジェクト



3-1、【イベント】子育て応援団すこやか 全国

福岡放送 2015/3/
静岡第一テレビ 2015/3/14（土）・15（日） ツインメッセ静岡北館 実績25,000人

広島テレビ 2015/5/23（土）・24（日） 広島グリーンアリーナ 昨年実績40,195人

山形放送 2015/6/27（土）・28（日） 山形ビッグウイング 昨年実績2万人

秋田放送 2015/7/25（土）・26（日） 秋田県立武道館 昨年実績32,563人

高知放送 2015/7/25（土）・26（日） 高知県ぢばさんセンター昨年実績2万人

中京テレビ 2015/10/17（土）・18（日） 日本ガイシホール 昨年実績2万7,000人

宮城テレビ 昨年実績3万人

テレビ大分 2015/11/3(火祝) 大分市コンパイルホール過去実績平均約5,000人
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▲
子育て応援団
ケータイサイト

子育て応援団
モバイルサイト

▲子育て応援団
スマートフォンサイト

子育て応援団
ＰＣサイト▼

名称 子育て応援団モバイルサイト エリア
全国

４７都道府県

対応デバイス
ケータイ、スマートフォン、ＰＣ

(docomo/au/ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ/Android/ios対応)
スタート

携帯：2008年
スマホ,ＰＣ：2011年

配信/ＳＮＳ メールマガジン、子育て応援団公式Facebook、Twitter、dニュース、gooニュース配信

連携テレビ局
＜３０局＞

広島テレビ,日本海テレビ,西日本放送,讀賣テレビ,福岡放送,長崎国際テレビ,熊本県民テレビ,テレビ大分,

テレビ宮崎,鹿児島讀賣テレビ,山口放送,南海放送,高知放送,四国放送,琉球朝日放送,静岡第一テレビ,

中京テレビ,福島中央テレビ,山形放送,秋田放送,テレビ岩手,札幌テレビ,テレビ信州,福井放送,宮城テレビ,
テレビ金沢,青森放送,北日本放送,テレビ新潟,山梨放送

運営 広島テレビ放送株式会社

特徴

●情報料無料、子育て支援全国サイト

●日本医師会から後援を受けたサイトです。国立感染症研究所感染症疫学センター、日本学校保健会、
日本小児科学会、各団体とのコラボレーションを実現し信頼ある情報を発信するサイトです。

●テレビ局２８局と連携をし、エリアコンテンツを展開しています

内容
子育て中の家族が必要な情報・特に救急医療・感染症情報などを配信しています。

ＰＣ・スマートフォンサイト・携帯サイト 情報料無料。
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3-2、【IT】子育て応援団モバイルサイト 全国
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子育て応援団モバイルサイト連携 30局
※2015年8月時点

3-2、【IT】子育て応援団モバイルサイト 連携局
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※ワーママとは：ワーキングママの略で、家事や子育てを第一にしな
がら、仕事も頑張るママたちのこと

このプロジェクトは、全ての働くママ、働きたいママを応
援するために情報発信を行っています。
子育て中のママが働くには、物理的・心理的なハード

ルが高く、ママたちの気持ちと条件が揃わないと越える
ことができません。この気持ちを子育て中のママが取材・
運営・情報発信を行い、多くのママたちが共感できるコ
ンテンツをそろえています。

２０１４年１０月２日
子育て応援団「輝くワーママ
応援プロジェクト」スタート

3-4、【IT】子育て応援団 輝くワーママ応援プロジェクト



広島テレビは、2009年からＮＴＴドコモ各支社など企業と連携したフォトコンテストをのべ８回実施をしました。
のべ３９局のテレビと連携して、各商品を組み合わせたクロスメディアプロデュースを実施しています。
子育て中の写真はスマホで気軽に！子育て中のエンターテインメントとして全国の方にお楽しみいただいています。

回 実施名
実施エリア

（テレビ連動）
募集期間 応募点数

１
第1回子育て応援団

ケータイフォトコンテスト
中国エリア

HTV,RNC,KRY,NKT 2009/9/7～2009/10/31 11,000点

２
第１回ｙｔｖ子育て応援団
ケータイフォトコンテスト

関西エリア
YTV 2009/12/1～2010/1/31 30,000点

３
第２回子育て応援団

ケータイﾌｫﾄ＆ムービーコンテスト
中国エリア

HTV,RNC,KRY,NKT 2010/4/26～2010/6/30 12,000点

４
第１回子育て応援団

ケータイムービー＆フォトコンテスト
九州エリア

FBS,NIB,KKT,TOS,UMK,KYT 2010/12/1～2011/1/31 20,000点

５
第３回子育て応援団

ケータイムービー＆フォトコンテスト

中国・四国エリア
HTV,RNC,KRY,NKT,

RNB,RKC,JRT
2011/5/18～2011/7/31 25,000点

６
ピローペッツ×子育て応援団

ケータイフォトコンテスト
全国エリア

テレビ連動なし
2011/11/1～2012/1/9 2,000点

７
第２回子育て応援団

ケータイフォト＆ムービーコンテスト

九州・沖縄エリア
FBS,NIB,KKT,TOS,

UMK,KYT,QAB
2011/12/20～2012/2/29 30,000点

８
子育て応援団

モバイルムービー＆フォトコンテスト

全国エリア
YTV,FBS,HTV,RNC,KRY,
NKT,RNB,RKC,JRT,SDT

2012/7/25～2012/1015 59,000点
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3-5、【IT】子育て応援団フォトコンテストの実施



動画・写真投稿システム
による「放送と通信の融合」

視聴者双方向
参加型テレビ



撮影者が自主的に
テレビ局や新聞社の

投稿プラットフォームを
見つけて投稿する。

【事例１】
撮影者が自主的に投稿

事件・事故現場で
記者が撮影者を
見つけて投稿を

御願いする。

【事例２】
現場で記者が投稿依頼

季節・動物などの
投稿募集による

投稿

【事例３】
気象・歳時記ネタ募集

依
頼

11

オンエアへ

4-1、【IT】投稿システムケンミン記者プラス 2012年3月～

広島テレビが開発。日本テレビ系列２８局で採用(※2015年4月)
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日本テレビ系列局２８局で視聴者参加型デジタルツールの活用を実践

4-2、【IT】投稿システム ケンミン記者プラス実施状況



視聴者・・・ＰＣ・スマホ・ケータイなどから動画や写真を投稿しやすい
放送局・・・投稿の管理が簡単なだけでなく、編集からオンエアまでがスムーズ

投稿素材を
ニュースなど
報道現場で活用。

事件モノだけでなく、歳時記モノ、
動物ネタなど、幅広い内容の
投稿が期待できる。

面白動画の募集や、

「視聴者と一緒につくる○○」と
いった番組展開のツールとして。

また、各種募集（オーディション等）
のポータルとしても活用可能

使い方次第では、媒体社の企
業キャンペーンや、営業の流通
販促企画などにも活用可能。

撮 影 アクセス

TV局/新聞社
公式サイトから

アクセス

投 稿

投稿プラット
フォームから投稿

素材管理パネル

クラウド
サーバ

編集～オンエア

テレビ局 ／ 新聞社対応視聴者／読者がアクション

テレビや新聞等の素材投稿プラットフォーム提供

ウェブ管理パネル
から素材ダウンロード

提供システムの担当範囲

4-3、【IT】投稿システム「ポステレＧＳ」販売開始

テレビ局・新聞社等 提供可能ＡＳＰサービス ２０１５年春販売開始
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感染症・予防接種情報発信
プロジェクト

予防医療
防災対策



イベントステージイベントステージ

インターネットサイトインターネットサイト

特別番組ＤＶＤ化
全国小児科等へ配布
特別番組ＤＶＤ化
全国小児科等へ配布

2004年スタート! 全国10局が実施中

主催：子育て応援団実行委員会など

後援：日本医師会

データ放送データ放送
3回目の今年は、日

テレ系25局共同実施

情報：国立感染症研

究所,日本学校保健会など

特別番組特別番組

2015年1月広島テレビ、2月BS日テレＯＡ

「知ってなっ得！感染症の予防」

2008年スタート

全国テレビ局３０局と連携

後援：日本医師会

特別番組
インターネット動画配信
特別番組
インターネット動画配信

ポータルサイト
ニュース配信
ポータルサイト
ニュース配信

広島テレビは、感染症・予防接種情報を必要とし、かつ伝えなければならない国民に対して、正しくわかり易く伝える
取り組みを行っています。さらに、その情報を継続発信できるようインフラ作りをしています。

「感染症を正しく知って、正しく怖がり、正しく予防しよう」

５、感染症・予防接種情報発信
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データ放送における 『 子育て応援団ｄ感染症ＮＥＷＳ 』を毎年実施しています。(今年で３回目)
「感染症から子どもたちを守ろう！」を合言葉にデータ放送・インターネットを通じて子どもの感染症対策、予
防接種率向上、視聴者が知りたい情報をいつでも簡単に見られる環境づくりを目指しています。

←図.データ放送画面イメージ
↓図.ＰＣサイト画面イメージ

【データ放送の実施概要】
●実施期間：2014年12月1日（月）〜2015年3月下旬 予定
●実施媒体：データ放送及び、パソコンサイト（iPad）、スマートフォンサイト（Android、iPhone）、携帯サイト
●制作協力：読売テレビ、NNSデータ放送配信センター
●ＵＲＬURL ： http://www.kosodateouendan.jp/pc/page/infection_news
●データ放送実施局 ※対象：25局・35府県（北から表示）
青森放送、テレビ岩手、宮城テレビ（試験運用）、秋田放送、山形放送、福島中央テレビ、テレビ信州、静岡第一テレビ、中京テレビ、北日本放送、
テレビ金沢、福井放送、読売テレビ、日本海テレビ、広島テレビ、山口放送、西日本放送、四国放送（12/8～）、南海放送、高知放送、福岡放送、
長崎国際テレビ、熊本県民テレビ、テレビ大分（日テレ系OA時のみ）、鹿児島読売テレビ
※内閣官房新型インフルエンザ等対策室からの情報により、パンデミック情報の掲載ができるよう考慮したシステム設計を行っています。

5-1、データ放送における取り組み（2012年1月～）
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5-1、子育て応援団ｄ感染症NEWS実施局

子育て応援団ｄ感染症NEWS 実施２５局



■タイトル： すこやかステージ・予防接種知ってるつもり？
■日時： 2014年5月24日(土)13:40～14:05
■会場： 広島グリーンアリーナ「すこやかステージ」
■内容： 流行中の感染症や子育ての疑問に応えていきま

した。予防接種最新情報として、１０月から実施予定の水ぼうそう
ワクチンについてお話していただきました。
■出演者： 感染症の専門家：安井良則先生、地元のかかりつ
け医：堀江正憲先生、司会進行：馬場のぶえ(広テレアナ)
■配布： 「みずぼうそうのおはなし」をステージ入り口で配
布・４３０部を１家族１部ずつ配布。
■観客数： それいけ！アンパンマンショー直前ステージ およ
そ1,400人の方が観覧。
■動画配信： ステージのようすは、後日インターネット動画配信

5-2、ステージイベント「予防接種知ってるつもり？」
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国内初、テレビ局が感染症・予防接種情報の専門サイト
広島テレビ放送株式会社(本社：広島市中区、代表取締役社長：三山 秀昭、以下 広島テレビ)は、感染症・予防接種の専門サイト「感染症・予防接種ナビ」を2014年10月30日にオープン

しました。年間を通じて、流行中の感染症を感染症ニュースとして、また、毎月注意してほしい感染症をピックアップし、流行状況を地図でわかりやすくお伝えします。本サイトは、川崎市健
康安全研究所 所長 岡部 信彦氏が行う厚生労働科学研究（大石班）の研究活動に「メディアを活用した新たな予防接種啓発活動の取り組み」について協力しています。また、新型インフ
ルエンザ等、パンデミックが発生した際には、内閣官房新型インフルエンザ等対策室から発信される情報を掲出できるよう対応しています。

広島テレビでは、2008年から子育て応援団を軸として、インターネットサイト、イベント、データ放送を通じて、子どもたちを感染症から守る取り組みを実施してきました。今回は、感染症・予
防接種情報に特化した専門サイトを開設し、子どもはもちろんのこと、成人や高齢者に対する情報も発信をしていきます。

調査項目（11月月間） 数値

ページビュー数 117,085PV
ページ別訪問数 99,769PV
平均ページ滞在時間 00:01:11
直帰率 63.43%
離脱率 52.27%

ポータルサイトに情報配信を行
い、多く方に情報に触れていただき
ます。

5-3、感染症・予防接種ナビ （2014年10月～）
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5-4 地上波・衛星波特別番組オンエア（2015年1月～）

今回のテーマ：インフルエンザ、ノロウイルス感染症、水ぼうそう今回のテーマ：インフルエンザ、ノロウイルス感染症、水ぼうそう

2015年1月24日ＯＡ 2015年2月1日ＯＡ

冬の代表的な感染症インフルエンザ、ノロウイルス感染症そして水ぼうそうがテーマ
特別番組をＤＶＤ化し全国配布。インターネット動画配信。

協力：田辺三菱製薬㈱、 制作協力：日テレアックスオン、 制作・著作：広島テレビ

国立病院機構三重病院
院長 庵原俊昭氏

大阪府済生会中津病院感染管
理室室長・国立感染症研究所
感染症疫学センター
客員研究員安井良則氏

山本舞衣子
アナウンサー

■医療監修・出演

川崎市健康安全研究所
所長岡部信彦氏
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広島テレビは、感染症・予防接種情報を必要とし、かつ伝えなければならない国民に対して、正しくわ
かり易く伝える取り組みを行っています。さらにその情報を継続発信できるようインフラ作りをしています。

「感染症を正しく知って、正しく怖がり、正しく予防しよう」
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5-5、教育ＩＣＴの観点から教材開発

【２】中学校の保健体育授業で活用

特別番組「知ってなっ得！感染症の予防」ＤＶＤ化により、教育分野での活用を研究

【１】ＤＶＤ１万枚を小児科等の医療機関に配布

小児科の待合室等で再生することにより、保護者の知識レベルの向上に繋がり、予防
のきっかけになると考えています。今回は、水ぼうそうのワクチンにも触れ、３月末までの経
過措置年齢の方に気付きを与えたいという思いから、小児科配布を実施しました。

新潟の中学校一年生の保健体育の
授業で活用。３６人がアンケートに回答。

●僕が知っている感染症は２つくらいだったので、感染症はたくさんあっ
て、少しヤバイと思った。
●感染経路がたくさんあって驚いた。
●予防をすれば予防接種はいらないと思っていたけど、ＤＶＤを見て、
大人になってから感染症すると大変なものもあることを知った。
●マスクを着けるときは隙間をなくすことを初めて知った。
●ワクチンを打っても変わらないと思っていたが、重症化を防いだり、発
病率を下げる効果が期待できるとわかった。
●ノロウイルスは、ほこりで感染することは知らなかった。
●今までは、手洗いを適当にしていたけど、しっかりと手洗いするように
したいと思った。
●私は、水ぼうそうになったことがないのでかかるのが怖い。ワクチンをし
てならないようにしたい。
●中学生が見てもわかるように絵や写真を使って楽しく学べた。
知らなかった感染症の知識が増えた。知らない人が多いと思うので、い
ろんな人につたえられたらいい。



22

5-6、インターネット動画配信（2015年3月～）

下記のサイトから、番組をカテゴリ毎に編集した動画を視聴することができます。

● 特別番組「知ってなっ得！感染症の予防」 ホームページ
● 感染症・予防接種ナビ ホームページ
● 子育て応援団 ホームページ

知ってなっ得！感染症の予防 感染症・予防接種ナビ 子育て応援団


